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　福山市は瀬戸内・中国地方のほぼ中央、岡山県との県境に位置し
人口は広島市に次ぐ約 46 万人の重工業都市。最近リニューアルした
福山城は日本一新幹線の駅に近いお城で、「バラの町」としても有名
です。写真は福山駅から南へ 14 Ｋｍ、古くから潮待ちの港として栄
えた鞆の浦の常夜灯、日本で最初の国立公園に指定された瀬戸内海
を代表する景勝地の１つです。波穏やかな瀬戸の海に仙酔島や弁天
島がぽっかりと浮かぶのどかな風景は心洗われます。江戸時代には
北前船の寄港地としても栄え、朝鮮通信使も幕府の慶賀などのため
に度々寄港。最近では、映画のロケ地や演歌の舞台となるなど、注
目を集めています。坂本龍馬が鞆沖で沈没した「いろは丸」事件や、「崖
の上のポニョ」の舞台なのでは、として有名です。
　広島に来られた際には、ぜひ福山にも来てみんさい。

「福山市・鞆の浦」(広島県東部、備後地域) 広島県案内令和５年度事業計画　　 基本方針
　　　　　　　　　　　 実施事業

2023全日本印刷文化典広島大会
各委員長あいさつ・プログラム

第１回常任理事会・拡大理事会開催

青年部会 第36回定時総会開催

福山支部だより	

事務局だより　●組合の動き
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　ここ数年のコロナの影響がようやく落ち着きを見せておりますが、印刷資材を含めた物価の上昇は続いています。また、

デジタル化の進展による急速な印刷業界の構造変化も続いており、従来のビジネスモデルがそのままでは通用しない状況

となっています。一方で、こうした状況を、環境の変化に柔軟に対応し、新たなビジネスモデルを創造するチャンスと捉

え、印刷業界と組合員企業のさらなる発展に寄与するよう、広島県印刷工業組合では精力的に事業活動に取り組んでまい

ります。

同時に二つの催しを成功に導く
　今年の一大イベントは「第 17 回印刷産業夢メッセ」と「2023 全日本印刷文化典　広島大会」との同時開催です。昨

年 10 月には 2 年連続中止となっていた夢メッセを無事開催することができ、コロナ禍の停滞ムードから気分一新、さま

ざまなものが動き始めたことを実感できる二日間でした。全日本印刷文化典においては、一昨年の長野大会が中止、昨年

の広島大会が延期となり、予定より 1 年遅れの地元開催であり、われわれ広島県工組が主催を担うのは実に 50 年ぶりで

す。全日本印刷工業組合連合会として第 1 回目の印刷文化典が広島市で開催されたのが、ちょうど 50 年前の 1973 年

秋のことでした。今春から感染防止対策に関する規制が徐々に緩和されており、このような「動」の波に乗りつつ「同時

に二つの催しを成功に導く」という大役を果たしたいと思います。

広島大会のキャッチフレーズと広島県工組テーマを連動
　広島大会のキャッチフレーズ「真っ赤に燃やせ！ 印刷魂」と連動し、今年度の広島県工組では「今年こそ、真っ赤に

燃やせ！ 印刷魂」をテーマに掲げました。印刷業界を取り巻く状況は厳しさを増しているといわざるを得ませんが、そ

れでも下を向かず、強い気持ちで未来を切り開こうというメッセージです。原爆の惨禍や自然災害などの困難から何度も

立ち上がってきた広島を舞台に開催される今大会を通じて、全国の仲間に、地元広島に、熱いエールを送りましょう。テー

マに「今年こそ」という言葉を加えたのは、今年こそ文化典を開催し成功させるぞという意気込みはもちろん、近年さま

ざまな事情で実現できなかった夢を、今年こそ叶えましょうという思いも込められています。

「〜だから行きたい！」を一人でも多くの人に
　広島大会は「一日早く来て、一日遅く帰っていただく」企画です。夢メッセと印刷文化典で数々の視聴プログラムをお

楽しみいただいた後は、広島が有する魅力を時間の許す限り満喫していただけるよう、エクスカーションでおもてなしす

る予定です。アフターコロナへと向かう時勢で開催される初の全国大会ですから、イベントへの参加動機や価値観は一層

多様化しているでしょう。単に「全国大会だから」ではなく「勉強がしたい」「知見を広げたい」「興味がある」「仲間に

会いたい」「広島に行きたい」「お好み焼きを食べたい」など、一人一人の「〜だから行きたい！」という意欲に響くコン

テンツや要素をいかに提案できるか。これが、たくさんの参加者に足を運んでいただく鍵です。「コロナ禍でいろいろあっ

たけど」「印刷業界は数々の課題を抱えているけど」それでも広島大会はここまでできた！ 広島大会でこんなものを得る

ことができた！ そんなふうに、参加者お一人お一人に広島の元気を感じとっていただき、その力が全国の元気につなが

ることが、広島大会の成功の形であると考えています。 

　広島大会開催決定からこれまで、実に多くの皆さまにご理解とご協力をいただきながら、ようやくここまでたどり着き

ました。来る秋の吉日に向けて、引き続きお力を貸してくださいますよう、あらためてお願い申し上げます。

　本年度も昨年と同様、組合へのご理解ご協力の程、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

社会情勢

令和５年度　事 業 計 画
～ 基 本 方 針 ～

～ 今年こそ、真っ赤に燃やせ！ 印刷魂 ～

夢メッセと全日本印刷文化典広島大会の同時開催について
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情報を効果的に発信できる
製品・サービスをご提供いたします。

代表取締役　瀬尾　淳

１．産業成長戦略のデザイン
　　（１）印刷産業の事業領域拡大を目指す
　　（２）DX の推進を図る
　　（３）「DX-PLAT」の本格稼働

２．経営革新マーケティング事業の推進
　　  長かったコロナ禍もいよいよ落ち着きつつあり、印刷市
　　  場も回復基調ではあるもののコロナ前までには到底戻ら
　　  ないこの現状下、社会全体でのカーボンニュートラルに
　　  向けた本格的な動きもあり、二酸化炭素の排出量を抑え
　　  るべくペーパーレス化への圧力は高まっていくと想定さ
　　  れる。今後も印刷業界としては厳しい舵取りを迫られる
　　  状況が続いていくと思われる。そのような状況下、今後
　　  も持続可能な事業経営を実現していけるよう、事業領域
　　  の拡大や共創ネットワークの構築等、生き残り勝ち残れ
　　  る展開に資する価値ある意味ある情報発信を推進していく。　
　　（１）経営革新支援事業
　　　　・DX（デジタルトランスフォーメーション）実装の推進、
　　　　　事例研究・情報発信
　　（２）事業承継・M&A 支援事業
　　（３）マーケティング支援事業
　　　　・異業種・同業種のマーケティングに関するセミナーの
　　　　　開催・情報発信等

３．環境労務事業の推進
　　  持続可能（サステナブル）な社会と会社の実現をコンセ
　　  プトに、印刷会社における環境対応の向上や適切な労務
　　  管理支援するため、法令の周知及び関連情報の収集・提
　　  供、セミナーの企画開催などを行なう。
　　（１）環境関連情報の収集・提供
　　（２）労働関係法令の施行・改正情報の提供	  
　　（３）GP 認定の前段階「環境推進工場登録」の登録支援	  
　　（４）「幸せな働き方改革」の推進

４．組織共済事業の推進
　　  組合員および組合未加入の印刷関連事業者に対し、共済
　　  事業などを分かりやすく伝えるとともに、組合員のニー
　　  ズに応える共済制度の情報発信を行う。　　　　
　　（１）組織運営強化 ( 組合加入促進 )　	  
　　（２）共済制度の推進 ( 生命共済事業の推進・各共済制度
　　　　 加入促進 )

　　（３）広報事業 ( いんさつ広島の発行、印刷の月 PR 活動 )
　　（４）支部長会議の開催　	 
　　（５）組合員台帳調査の実施　	  
　　（６）「BCP（事業継続計画）対策」の推進
　　（７）クラウドバックアップサービス事業の普及・啓発

５．教育研修事業の推進	  
　　  デジタル人材の育成に応え、教育動画サイト「印カレ～
　　  全印工連の学んで得するＴＶ～」など、動画を利用した
　　  教育支援の推進。　
　　（１）動画教育サイトの活用
　　（２）技能検定「プリプレス職種 ( ＤＴＰ作業 )」の実施 
　　（３）全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及 
　　（４）人財の確保、育成、定着の促進
　　（５）組合支援セミナーの開催協力
　　（６）情報セキュリティ対策の推進	

６．CSR 推進委員会
　　  全印工連 CSR 推進委員会で検討する事業で、特に広島県
　　  印刷工業組合並びに会員企業に有益な情報を提供出来る
　　  ように適宜理事会等を通じて報告を行う。
　　（１）CSR の普及・啓発の推進	  
　　（２）情報保障（MUD）の推進
　　　　・ＭＵＤコンペティション参加推進	  
　　（３）ダイバーシティ経営の実践と情報提供 
　　　　・女性経営者のネットワーク構築支援

７．2023全日本印刷文化典広島大会開催への取り組み	
　　（１）各プロジェクトの発足による取り組み計画	  
　　（２）全国及び業界関係者への周知に向けて
　　（３）皆さんに喜ばれる大会に

８．総務事業の推進
　　（１）いんさつ広島の充実	 
　　（２）青年部会活動の支援	 
　　（３）永年勤続従業員表彰の実施
　　（４）新年互礼会の開催
　　（５）印刷優勝野球大会の主催	  
　　（６）中国地区印刷協議会との連携強化	  
　　（７）第 17 回 2023 印刷産業夢ﾒｯｾ実行委員会事務局
　　（８）2023 全日本印刷文化典広島大会事務局

実　施　事　業
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■数十年前と比べると時代の流れはおどろくほど速くなっている。2022 年は AI 元年と言っていいほどの AI 技術進捗があり、さ
　らに変化が加速した印象だ。IT や AI の発達により、不要な仕事が今後急速に増えることが見込まれている。
■そんな中、経済産業省から「リスキリング」と呼ばれる言葉が提唱された。この取り組みは日本企業だけではなく、海外の企業
　でも行われている。とは言っても、概要や導入の仕方について詳しくない方は多いだろう。
■リスキリングとは、働き方の変化によって今後新たに発生する業務で役立つスキルや知識の習得を目的に、勉強してもらう取り
　組みのことだ。
■現代は「第 4 次産業革命」に突入しており、人間に代わってロボットに業務を任せるケースが増えると言われている。次の業務は、
　その中の代表例だ。〇 商品の製造　〇 事務作業　〇倉庫での肉体労働				  
■業務がロボットに置き換えられると、その業務に携わっていた従業員たちは、働く場を失ってしまう恐れがある。しかしロボッ
　トに置き換えられたとしても、次のように新たな業務も出てくる。〇 ロボット内のプログラムを設計する業務　〇 社内システム
　を管理する業務　〇 システムの管理に携わっている従業員を取りまとめる業務	
■とは言ってもスキルを習得していなければ、上記のような業務をこなすことは難しい。そこで登場するのがリスキリングだ。リ
　スキリングによって、これらの業務に関係するスキル・知識を習得しておけば、従業員は別の業務に就ける。

　４月 26 日 ( 水 ) 午後１時 00 分から、今年度第１回
目の常任理事会が、引続き午後２時 10 分から拡大理
事会が、広島印刷会館会議室で開催された。
　常任理事会には理事長、副理事長、常任理事 11 名が、
拡大理事会には理事を含め 22 名の出席で開催された。
　始めに、中本理事長から ｢今日は一つお知らせがあ
ります。広島県リスキリング推進宣言制度、というの
があります。これは、先月全印工連の臼田前会長と広
島県の玉井副知事に表敬訪問した際に、実は私がこれ
の担当ですと言われました。リスキリングとは学び直
しということで、していかなければならないことの一
つに社員教育があると思います。このリスキリングを
利用してこれを社外・社内にアナウンスしていこうと
いう制度になります。宣言をするということで、社員
の方も含めてじゃあ自分もしっかり勉強をしようよと、
そういう会社の雰囲気を作り出そうよというのがこの
制度の目的になっています。当然、費用等も掛かりま
せん、登録するだけです。私の会社も先週登録をいた
しました。組合の方の中にも登録されている方もおら
れます。現在 130 社が登録されています。是非皆さん
も広島県のホームページに出ていますし、こういった
ところを使いながら社員教育を、今一度宣言制度を使っ
てみてはいかがでしょうか。また、５月の総会に当たっ

ての議案書の前回報告したもの以外の、決算、５年度
の事業計画等の報告があります。来月の 17 日が総会
の日ですので是非ともご協力の程よろしくお願いしま
す。」と開催の挨拶があった。
議題
(1) 令和５年度通常総会議案書 ( 案 ) について
　　・令和４年度事業報告
　　　決算について説明
　　・令和５年度事業計画 ( 案 )
　　　事業計画と予算案を説明
(2) 2023 印刷産業夢メッセ・全日本印刷文化典広島大
　　会について
 　  チラシ・エクスカーション・申込書等の原案を説明
(3) 組合員異動について
(4) 令和５年度スケジュール表
(5) ９月「印刷の月」イベント
　　メモ帳作成は続けるが、街頭での配布は止める
(6) その他

「第１回常任理事会・第１回拡大理事会」開催

リスキリングとは？
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　現在、現役会員９名・９社（48 歳で卒業）、ＯＢ会員４名・４社（48 歳から 50 歳まで）となっております。
　この部会は、会社経営者の皆様、ご子息もしくは将来後継者を支えていただける方々に入会していただき、今後の印
刷業界を盛り上げるために、ご協力をお願いしております。
　今まさに、全印工連は事業承継支援として後継者対策、相続、Ｍ＆Ａなどに取り組んでいます。
　これから印刷業界はめまぐるしく変わるため、より早い情報を得て、乗り遅れないようにするためにも、この部会を知っ
ていただき、入会していただきたく思います。
　今後の印刷業界を先導していく若い人たちの力をぜひともお借りし、一緒に勉強し話し合い盛り上げていきましょう。
この青年部会は、そんな若い人たちの集団として成り立っている素晴らしい部会です。１社でも多くの方たちに入会し
ていただき、力をつけていきたいと思っております。

若さは力です。印刷工業組合の未来を支える人材の育成と、ぜひとも会員増強のご協力をよろしくお願いいたします。
※申し込みは、広島県印刷工業組合　事務局まで ≪℡０８２- ２９３- ０９０６≫

　５月 10 日 ( 水 ) 午後２時から広島印
刷会館会議室において、「第 36 回定時
総会」が 13 名のうち６名の出席、ま
た委任状により開催され、県工組から
中本理事長、青木常任理事、そして西
村事務局長が来賓として出席した。
　小下会長の司会で総会を進め、始めに小下会長が「コ
ロナ禍が続き、やっと今年になって規制が緩和されま
したが、今回の総会についても、全員ではないですが、
やっぱりコロナの影響で委任状が多かったです。そし
て、この３年間活動ができなく今日にいたっていると
ころです。この先、以前よりかは変わってくることを
期待して、コロナ禍前より活気ある活動をしていきた
いと考えておりますので、どうぞ皆さんご協力をよろ
しくお願いいたします」と挨拶があった。
　続いて、来賓の中本理事長から「青年部と一緒になっ
て全日本印刷文化典広島大会、是非とも皆さんのお力
を拝借し成功させたいと思っております。コロナもま
だまだ第９波が来ないのか心配はしていますが、まず
明るい方に考えていきたいし、キャッチフレーズにも

あります様に“今年こそ　真っ赤に燃やせ　印刷魂”
５年ぶりとなります全国大会をぜひ皆さんと一緒に作
り上げ、広島の大会が成功し、みんなが元気になれば
いいと、そういった大会にしていければ思います。重
ねましてお願いしたいと思います」と挨拶があり議事
に入った。
　議事は、小下会長が議長になり緊張感の中、議案は
滞りなく進みに無事採決され終了した。

【議事】
第一号議案　令和４年度事業報告並びに決算書承認件
第二号議案　役員改選の件
第三号議案　令和５年度事業計画及び予算案承認の件
第四号議案　特別会員の件
　総会終了後、会長から現在 OB 会員の銭谷康介氏が
退会となること
を報告、今まで
の功績に対する
記念品の贈呈が
行われ終了した。

広島県印刷工業組合青年部会 第３６回 定時総会開催

～ コロナの規制緩和により以前より活気ある活動を ～

「社長さん！　身の回りに下記に記入してある　有望な若者はおられませんか」
若者が集い、話し合い、一緒に勉強して、議論を重ね、一つの固まりになって、

印刷業界を活性化し、次世代に向け、若い力を結集して印刷業界を盛り上げよう！

【青年部会から会員増強(募集)のお願い】
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【福山支部だより】

　連休の初日 ( 昭和の日 )、待ち遠しかったゴルフ、週
間天気予報は午後から雨が変わらない。この日ばかりは
予報が外れてくれたらと願ったが予報は的中。しかし、
プレーに支障をきたす雨でなかったことが救いでした。
　このコンペは以前から思っていましたが、年２回の
開催で 36 回も続いており参加者も多く、福山をはじ
め広島や近郊からの集まりで、今回も 35 名の応募が
あり２名取り止めで９組 33 名の出走でした。
　開催場所は名門の「松永カントリークラブ」、クラブ
ハウスの前に大きな池があり練習場も池に打ち込むタ
イプです。自然の地形そのままで池越えの多い距離の
長いコースで、腕に自信のある方は楽しめる場所です。
　８時30分OUT・IN同時スタート。曇天で小雨が降っ
たり止んだり、それでもあっちこっちで声が上がり、
皆さん楽しんでおられるようでした。
　表彰式は、下位からの発表でしたが全員に賞品があ

り、10 位以内ぐらいになると、それまで呼ばれてない
人は、いつ呼ばれるかドキドキで大変盛り上がりました。
　優勝は、ハンディキャップがダブルペリアの上限なし
で、グロス 115、ハンディキャップ 43.6、ネット 71.4
の人でした。本人名誉のため名前は伏せておきます。
　みなさん交流も含め、とても意義のあるゴルフコン
ペになりました。
　次回は、チョット工夫して 10 月 28 日に開催予定で
す。大勢の参加を期待しております。（西村）

◎ 組合のうごき

事務局だより

５
　
月

６
　
月

印刷会館青年部会総会10日
東　京ＣＳＲ推進委員会12日

web会議環境労務委員会16日

印刷会館広島県印刷工業組合通常総会
広島印刷会館株主総会17日

東京會舘常任役員会・通常総会23日

東　京経営革新マーケティング委員会25日
印刷会館全国大会　総務部会打合せ26日

東　京産業戦略デザイン室6日

アンデルセン5F青年印刷研究会50周年10日

松　江中国地区印刷協議会23日
富　山全青協正副議長会24日

印刷会館全国大会打合せ・常任理事会
拡大理事会・常設合同委員会29日

中元組合融資のご案内

　令和５年度の中元組合融資を取り扱います。
融資をご希望の方は県工組事務局までご連絡く
ださい。
融資条件等は次のとおり
　　・融　資　額　：　１００万円
　　・申込締切日　：　６月 ８日（木）
　　・融資予定日　：　７月 ３日（月）
　　・連絡先　県工組事務局
　　　TEL. ０８２－２９３－０９０６

価値組・第３６回バリューズカップゴルフコンペ


